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１ 単元名 図形の角（本時８／８） 

 

２ 本時の目標  

  【教科等】 

・図形についての構成などの活動を通して、平面図形についての理解を深める。 

  ・図形の性質を見いだし、それを用いて図形を構成する。 

 

  【プログラミング】 

・プログラミングを用いて自由に作図したり、自分でかきたい図形を考えてそれを実現するためのプ

ログラムを考えたりする。 

 

３ 本時の展開 

分 ■学習活動 
◯指導上の留意点 □教科評価 

▲プログラミング評価 
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■本日の課題をつかむ。 

 

■プログルを使って、作図の仕方を知る。 

 

■正方形のかき方を考える。 

・ 辺の数、１つの角の大きさをもとにして考える。 

 

■必要な数値を入力して正方形をかく。 

・プログルを使用し、正方形を作図する。 

 

 

■正三角形のかき方を考える。 

・１つの角の大きさを計算で求める。 

・辺の数、１つの角の大きさをもとにして考える。 

・うまくかけない場合、なぜなのか、どこを変えればよ

いかを考える。 

 

プログラムを使っていろいろな正多

角形をかこう。 

○三角形の内角の和が１８０°であ

ること、それをもとに多角形の内

角の和を求めることを確認する。 

 

○１つの角が９０°で直感的に理解

し、操作しやすい正方形から、正

三角形、正六角形、正五角形、自

由にかいていくことを確認する。 

 

○正方形の辺の数が４本、１つの角

が９０°であることを確認する。 

○「繰り返し」ブロックの使い方の

確認をする。 

○数値の入力のしかたを確認する。 

○「６０°回す」ではうまくかけな

いことを確認し、何度にすればよ

いのか試行錯誤できるようにす

る。 

○「１２０°回す」の１２０°がど
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■必要な数値を変えて、正三角形をかく。 

・プログルを使用し、正三角形を作図する。 

 

 

 

■正六角形のかき方を考える。 

・正三角形でうまくいかなかったことをもとに、必要な

数値を考える。 

・回す角度が「１８０－１つの内角の大きさ」で求めら

れることを知る。 

 

■正五角形のかき方を考える。 

・これまでの結果をまとめた表をもとに、きまりを考え

る。 

・きまりをもとにして正五角形をかくためのプログラム

を考える。 

 

■いろいろな正多角形のかき方を考える。 

・自分で考えた正多角形をかくためのプログラムを作

る。 

・できた正多角形とそのプログラムを発表する。 

 

■振り返りをする。 

・本時の学習で感じたことや考えたこと、気付いたこと

について記入する。 

 

のような式で求められるかを予想

する。 

○回す角度が１つの内角の大きさで

はないことを確認し、外角の大き

さを考えるとうまくかけることに

動作を用いて気付けるようにす

る。 

 

○繰り返す数×回す角度が常に３６

０°になることを確認する。 

○電卓を用意する。 

□正多角形の内角の和から、１つの

角の大きさを計算で求めることが

で き る 。          

（観察、ワークシート） 

 

▲試行錯誤しながら自分の考えをプ

ログラムで表現しようとしてい

る。 

（観察、成果物） 

 


